








慌手紘地における残仔林の航生
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本的にはコナラ林であり，このコナラ林は県内低地の

2次林と特に変ｵつる構成でないこと，④この地域を特

徴づけると見られるハンノキ林やクヌギ林は地下水位

の高い部分に見られる一時的なものと考・えることかで

きること，などによる。

しかし，これら現在の森林の尚木はせいぜい50年縄

度の樹令であることは測定によってIⅢらかである。イ，

川原におけるコナラの切株は|白;(132cmで2(3年,45cmで

37年，スギは30cmで34年,48cmで50年である。また三

村のスギの切株は5例いずれも50～57年である。また

中清水の。ナラ・クリ・ケヤキのDBHは14測定例で2(1

～48cm,イi塚の8種の測定例でも20～43cmで特に古い木

は見当らない。これらを考え合わせると現在の森林を

形成してL､る樹木の成立は19211年頃のことと考えらﾙ1

る。しかし聴き取り調査にあるように当時すでに現在

と同様の森体があったとの証言もあり，このような森

林が地域の管即の許に長く続いてきたものと考えられ

る。盆地は雑木林やカマ場として利用されながら順次

lifllllされていったものであろう。

これら械生の歴史の解析のためにはIll根森泥炭の花

粉分析や抽物遺体の研究が急務であり，この文化財と

しての価値は大変高いものがある。また周辺のブナ林

や上猪岡のブナの巨樹の保存も同様の見地から早急に

検ff､'すべき‘課題と考える。

参考文献

1.秋田県1976-I二地分類基本調査横手

2．〃1977〃大曲

3．〃1978〃浅群

4."1979械生調査報告書

5．太田弘ほか1983Mill県植物誌

6．大橋良-1932出羽地方に於ける災新世以後の地形

の変化に就いて地質学雑誌39465

pp､:-;iK～400

7．木下紐城1918北裏日本の河流の形式

地質学雑誌25302pp.535～539

8.'J､西泰次郎1932秋Ill県横手盆地の水即地質学的研

究地質調俺所報告No.216pp.1～34

9．高田II旧1980鳥海Ill麓冬師の植生

秋川W!.立博物館研究報告No.5pp.107～132

10.東条平二郎1892-3羽後国の泥炭地並に御物河菖

床のl畠質地質学雑誌第4mNo48

第SKsNo.50,51

11.新潟県生態研究会1985妙高高原の航生

12.日比野紘一郎・加喋ハ雄1975秋IⅡ隣L女潟および髄

手盆地の花粉分析秋田県教育委員会

13．隔井英一郎1928枇手盆地の地形学的並びに気候学：

的研究地理学評論41pp.15～45

14．Hoehe,L.1981TheGroundlayerVegetationof

ForestIslandinanUrban-

SuburbanMatrix

Foi､estIslandDynamicsinMan-Dominated

Landscapes41-54

15.Ranney.J､W.TheImportanceofEdgeinthe

Bruner.M､C・1981StructureandDynamicsofFor-

Levenson.J.B、estIslands

lbid、67－95

植生報告の中で9の'｝|用文献にあげたものは抄i略した。

－qR－
いり



鍵

Ph.1残存林の1部

Ph.4林｜ﾉ1

蕊
聖

§

蕊
蕊

蕊
Ph.7泥炭|折而

高ehma

…

書

蝿頻1識鐸 華_藍埋ぎぶ一

P…

蕊蕊蕊

Ph.5トネリコ Ph、6ハンノキ

Ph.8lift物辿体
をふくむ

－36－

Ph.9木片も混じる



m$紘地における礎存林のMﾉ|弓

Ph.1

Ph．10台風による風倒ｲくPh.11限が浅い Ph.12地ドに玉｛iがある

鯵鍵
Ph.14金沢のブナ幼令林Ph.13平地のブナ巾水

Ph.16ブナ幼令林の|ﾉ1部 Ph.15ブナの展業

７
，

Ｑ
〕


